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遠軽ロータリークラブ通常例会
日時：2015年10月29日(木)12:30～
場所：ホテルサンシャイン ２Ｆ

開 会 点 鐘：木村 一則 君
国 歌：－
Ｒ ソ ン グ ：我 等 の 生 業
四つのテスト：－
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木村一則会長スローガン：あなただけのロータリー・モーメントを！

世界へのプレゼントになろう
2015 -16 ＲＩテーマ

会長報告 木村 一則 君①
10月も月末を迎えていますが、今月の月間テ

ーマは『経済と地域社会の発展月間』です。
ＨＰのロータリーニュースにこのような記事が

載っていました。

ロータリー財団管理委員会の10月会合で、投
資委員会は、コモディティ市場と新興市場の下落
により、ロータリーの投資収益が予想を下回った
と報告しました。2015会計年度の年次基金は0.2
％の損失、RI一般資金は2.8％落ち込みました。
一方、ポリオプラス基金は0.7％増、恒久基金は
0.5％増と、わずかな上昇にとどまりました。
今年度第1四半期も、中国市場の伸び悩みに対

する世界的懸念が金融市場に影響していることを
受け、年次基金、恒久基金、RI一般資金の投資が
マイナスになると予想していますが、ほぼすべて
の損益は含み損にとどまり、ロータリー財団は運
営に必要な資金を十分に備えていることから、長
期的にはロータリーの各基金の投資はこれまで順
調な成果を挙げています。

目先はマイナスに動いても、ロータリーの活動
・運営には大きな影響は出ないとのことです。し
かし、当たり前の事ですがロータリーの力をもっ
てしても、世界経済は動かせないことを再認識し
ました。

話は変わりますが、先週の例会を欠席し、北海
道日経新聞販売所会の総会に出席してきました。
東京本社から岡田社長をはじめとする幹部役員も
出席をしていて挨拶を聞いてきました。もっと世
界情勢の秘話や政界・経済界などの裏話などが聞
けるかと期待していたのですが、ニュースでも報
じられたＦＴ（ファイナンシャルタイムス）の買
収と今後の販売政策に終始する内容で、少し興ざ
めしました。その中で唯一なるほどと思えた言葉
を紹介しす。『一般紙・地方紙は何が起きたかを
伝える。経済新聞は何が起きたことで、何が起き
るのかを読む新聞である』

幹事報告 成田 弘明 君②
１．本日の回覧文書；
1.地区より地区大会の礼状
2.地区社会奉仕委員会アンケートの結果報告

２．例会終了後、理事会を行います。

委員会報告
◇親睦活動委員長 佐藤 直也 君④

11月19日(木)の夜間例会は中湧別ＲＣと二クラ
ブ合同例会です。欠席の方のみ、13日までに事
務局へご連絡をお願いします。
◇山田 荘一 君⑤

この度、妻の葬儀に際し、クラブと会員の皆様
には大変お世話になり、また、励ましの言葉や心
遣いを沢山頂き、本当に有難うございました。

妻は長年患っていたので、ある程度覚悟はでき
ていたつもりですが…。「これからだよ」と云わ
れ、気を取り直していきたいと思いますので、皆
様、これまで同様のお付き合いをお願いします。

【名前の後の○数字は写真の番号】

ロータリー財団月間について
国 際 奉 仕 委 員 会

ゲ ス ト 卓 話
北海道新聞遠軽支局長 中村正様
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10月22日 37 33 24 3 81.8%
10月29日 37 33 22 66.7% 2
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渡辺 勉 乾 禧實

本日のプログラム 会員卓話
エンディングノートについて

高橋 義詔 君

最近、身近なことで話題になっている「エンデ
ィングノート」についてお話しします。
昔は葬儀の事を云うのはタブー視されていて、

縁起でも無い、と云うことが非常に多かったと思
います。しかしこの頃、事前相談というか、自分
の葬儀を、または送る側の方々が葬儀をどういう
風に行ったらいいのか、と私共の会社にお問い合
わせをいただいたり、来社されてご相談をしてい
く方が少なくありません。
そういったことで、このエンディングノートを

皆様のお手元に配布させて戴いておりますが、大
手書店なんかではコーナーを設けるほど多種多様
なエンディングノートが用意されています。

実際にこのノートを買った方の意見ですが、
「友達の突然の死に立ち会い、自分はまだまだと
思っていたが、記憶がある内に自分のことをきち
んとまとめたいと思って購入しました」、「いつ
他界するか分からない。私は自分の葬儀に来て欲
しい人や流してもらいたい音楽などを考えたい」
といったことで、エンディングノートを購入され
ている方が非常に多いと云われております。
さっそくエンディングノートを開いていただき

たいと思います。
私も仕事柄、たまたま葬儀委員長をやらせても

らうことがあるんですが、亡くなった方の経歴な
どが分からないという家が非常に多くなってきて
います。
ということで、エンディングノートに記してお

くことは代々その家を引き継いでいく者にとって
も、家にとっても大事なものになると思います。
では、目次に沿って進めていきます。

ニコニコ
ＢＯＸ 親睦活動委員長 佐藤 直也 君

山田荘一君 妻の葬儀を終えて 感謝 10,000円
藤田禮三君 (学)栗原学園60周年功労賞 5,000円

計15,000円
2015-16年度 合計186,000円

☆閉 会 点 鐘 ：木村 一則 君
☆今月会報担当：須藤 順一 君

2015-16_17th-02

１．私の歩んできた道。ここに写真を貼るよう
になっています。自分の一番気に入ったものを用
意しておくことは縁起が悪いとかでなく大切なこ
とと意識が変わってきています。また、写真屋さ
んできちんと現像してもらった写真が良いです。

「わが家の家系図」は特に親を亡くしてしまう
となかなかわからない。次代へ残していくために
必要です。「財産について」はきちんとしていた
方が良いです。

２．私のもしものときに。ここは家族と相談し
て決めておくことが大事になっております。

遺言を作っている方はほとんどいませんが、き
ちんと準備をしておくことも大事でしょう。

３．私のお葬式。最近は密葬や家族葬をする人
が多い。しかし、葬儀後、知らなかったという方
が見えて大変だったとか、知らせてくれなかった
事へのお叱りもありますので、皆さんにはやは
り、葬式をすることをお勧めしています。

葬式をすることは迷惑なことではなく、今まで
受けた義理、温情等へのお返し、お礼をする場に
もなります。

先ほど、山田さんもおっしゃったように、覚悟
はしていても、実際には本当に悲しんでいる暇も
なく、ばたばたとあわただしく過ぎていくのが現
実だと思います。そのためにもしっかりした準備
をしておいた方が良いです。

お墓については、これからお骨をどうお守りし
ていくのか、最近はお寺の納骨堂に納める方もお
りますが、仮の安置場になり、土にはいつまでた
っても帰ることができません。どこかの時点でき
ちんと土に帰してやることが必要になってくるの
で、供養の仕方もしっかり考えておくほうが良い
でしょう。

４．私の覚書。エンディングノートには項目に
沿って必要なことをできるだけご記載しておくこ
とをお勧めいたします。

■会員卓話は予定者が検査入院のため、急遽、高
橋義詔君に登壇していただきました。


